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1〈論 説〉
18世紀の商用英語通信文の特徴
稲 津 一一 芳
は じめに
18世紀 の英 国 は,い わ ゆ る 「商 業革 命」 を経 て,経 済 的 に は非常 に恵 まれ た時代 であ っ
た(1)。この物質的繁栄 と都市の成長により,購 買力 の旺盛 な都市型中流階級が成長 し,住 宅,家
具 ・調度品,衣 服,余 暇の過 ごし方など,彼 らの要求 を満 たすべ く 「洗練 された商品」が求め ら
れ,文 化 の商品化 が もた らされた時でもあった(2)。同時に,ロ イヤル ・シアタや コベ ン ト・ガー
デ ン劇場での シェークス ピア劇の上演,コ ー ヒー ・ハ ウスへ の情報提供 を意図 した情 報誌(新
聞)の 発達な ど,文 化が首都 ロンドンか ら地方へ と波及 し,ロ ン ドンを中心 とす るコミュニケー
シ ョンのネ ットワーク化が進んだ時期で もあった(3)。
このような文化 の全国的普及,発 達のおかげで,18世紀半ばの英 国国民の読 み書 きは,男 子
で6割,女 子は3割 まで向上 したと考 えられてお りω,身 近な読書は娯楽 として,あ るいは教養
を高める手軽な手段 として,ま す ます一般大衆に受け入れ られるようになった。ブ リュウノ ・ブ
ラセルが 「18世紀 は,人 々が読書熱 にと りつかれた時代」(5)と指摘 した ように,18世紀 の英国
では,様 々な読者 を対象に,種 々の大量の書物が出版 された。 レターマニュアル もその例外 では
なかった と思われる。
最初の英文 レターマニュアルTheEniYnieofIdlenesseの発行か ら約150年を経た当時,マ ニュ
アルの教本 としての存在意義,あ るいは専 門書 としての役割 は十分認め られていた。若い商人た
ちも当然手 に取 ったはずである。彼 らは一般 に,10代半ば頃に親方 に弟子入 り(徒弟奉公)し,
取引に必要 な技術 を習得 した後,独 立す るのが普通であった。 しか し,現 実には日常の業務 に追
われるばか りで,特 に レターの書 き方を正式 に学ぶ時間的余裕はあま りなかった ようである。そ
のため,彼 らは,臨 機応変 に しか も簡単 にレターが書けるような参考書 を求めていたのか もしれ
ない。
本 稿 で は,18世 紀 の 下 記 マ ニ ュ ア ル を 中 心 に レ タ ー に まつ わ る特 徴 を探 る こ と にす る(6)。
1.MartinClare,Youth'sIntroductiontoTradeandBusiness(1720-1782)
II.SamuelRichardson,LettersWrittenToandForParticularFriends,OnthemostImportant







今 や レターは,商 取引 にな くてはならない不可欠 なもの となっている。事実,
「特 に書 くことは 日常業務の重要 な部分 を占め,若 い商人が 自由に専門家 のように書 ける
ことは,ビ ジネス上の問題 を効果的かつ迅速 に処理するために不可欠である」
α一序文)
と述べ られているように,円 滑 な商取 引の遂行 にレターが重要な役割 を果たす ことは十分認識 さ
れていた。 しか しr若 い商人がその技術 を身につけることは容易ではなかった。例 えば,
「若者の教育は読む ことか ら始ま り,文 法,書 くことへ と段 階的 に行われる。 … こ
の(レ ター を書 く)技術 は,… 一朝一夕 に習得 され るものではな く,有能 な主人の
監督 ・指導の下,訓 練に より徐 々に得 られる」(レ 序文)
と,そ の技術 習得 には系統 的な教育 ・訓練 と長い時間が必要であった。 しか も,若 者が働 きなが
らレターの書 き方 を学ぶ ことは大変であった。
「多 くの商人は,自 分の意思を明快 に洗練 された表現で伝 えたい と思いなが らも,日 常業
務 に追われ,学 習す る時間的余裕がない」(皿一序文)
など,現 実は厳 しかった。
この ように,日 常業務 を任 される若 い商人 にとって正 しい レターを迅速に書 くとい うことは緊
急 の課題であった。
2,通 信文(レ ター)の書 き方
上記の ように,商 取引における レターの存在,意 義,役 割が大 きくなるにつれ,マ ニュアル上
で もビジネス レターは単なる一般 的な レターの一部 としての扱いではな く,ビ ジネス レター独 自
の項 目(章)を設け,具 体的な書 き方が説明 されるようになった。
(1)ビジネス レターの書 き方
当時の英国商人は,世 界 を 目指 していた。航海法 による飛躍的な貿易量の増大,海 外進出を背
景 にした輸 出主導型の貿易構造の転換 に伴い,商 人たちの取 引範囲は格段 に広 くなってきたω。
多 くの商人たちは,
「レターを介 して,遠 隔地の取引先 と話 しを しなければならない」(皿一序文)
状況であった。多忙 な彼 らは,レ ターを活用す ることによって,世 界中の業者 と連絡す ることが
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で きた。彼 らは,
「レター を通 して,あ たか も直接会 っているかの ように対話を行 う。その場で言いたい こ
とを書けばよい」(1-p・92)
のである。 しか しなが ら,
「『話 しをす る前 に もう一度(二 回)よ く考 えなさい。そ うす れば,以 前 よ りもはるかに
(二倍)優れた話 しをす ることがで きる』 とい うクウエ ーカー教徒 の教 えか ら,書 簡 の
場合 にもこの教 えが当てはまる」(皿P.18)
と,レ ターを書 く前 に準備 ・推敲する ことが求め られていた。 さらに,実 際 に書 くビジネス レ
ターは,
① 自然であること
②社会的地位 に相応 しい礼儀作法を心がけるこ と
③わか りやすい こと
④一般 に使用 されている表現 を使 うこと
な ど(II一序文),心がけなければな らない。
商取引の場で実際にペ ンを取 る商人 は,
「商人のレターは明瞭,簡 潔,適 切で なければな らない。相手にため らいや疑いを抱かせ
ない ように,古 風 な堅苦 しい表現,曖 昧 な書 き方,略 語の使用 は避 ける。取引に関す る
あ らゆる指示や 問題点 は,明 瞭,明 快 に伝 えなければな らない。 … レター を受け
取った場合 には,返 事 は当然所定 の時間内に出すべ きであ り,内容 は明瞭かつ直接 的で
なければな らない」(1-p.92)
「取引に関するレターの場合,話 題 を十分斜酌 し,明 瞭,簡 潔に書 くことを勧 める」
(皿一P.18)
「正 しい商用文 を書 く時 には,正 確 さ,明 快 さ,わ か りやす さ,簡 潔 さの四点 に気 をつ
け,華 美な洗練 された表現はなるべ く慎み,形 式や挨拶 も控 えるべ きである」(N一序文)
などの点 に注意 して書けばよいのである。わか りやす さを基本に した従来の教え と同じである。
ただ,前 世紀 までの教 え と異 なる点は,「話す ように書 く」 ことを意識 している点である。例
えば,
「レタース タイルは,会 話の場合 と同 じように短 く,整然 と,親 しみ深 く,意味がはっき
りと伝わる ものに しなければならない」(1-p.92)
「レターを書 くことは,人 前 で話 しをすることと同 じで … 気取 りを排除すれば,自 分
の伝 えたいことが よ り明確 にな り,表現 も明瞭,平 易,わ か りやす く,洗練 された もの
になる」(皿一p.18)
な ど,「レター(書 くこと)=話す こと」が強調されている。
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(2)「相 手 本 位 」 の 書 き方
前 世 紀 と同 様 に 相 手 本 意 の 書 き方 が 重 視 さ れ て い る 。
ク レ ー ム レ タ ー の 場 合,相 手 を な る べ く傷 つ け な い よ う に,導 入 部 で や や 長 い 説 明 を 行 い,














の よ う に,本 状 で は,い きな り用 件 に入 らず,今 まで の 取 引 で は全 く問 題 は な か っ た こ と を 冒 頭
で や や 長 々 と説 明 して い る。 そ の 後,本 題 の ク レ0ム(「 不 良品の到着」)の 説 明 と代 替 品 の 送 付 を
要 求 し て い る 。 本 状 で は,前 文 が トー ン を和 らげ る 一 種 の緩 衝 役 と して 働 くこ と に よ り,発 信 者
の 強 い 抗 議 が 緩 和 さ れ,相 手 へ の 配 慮 が 窺 え る 。
ま た,支 払 い 請 求 の 場 合 で も,相 手 の 苦 しい 状 況 を勘 案 し,相 手 を 思、い や る 方 法 が 取 られ て い
る 。 最 初 の 穏 や か な ト0ン で 請 求 す る 方 法 か ら徐 々 に厳 しい トー ン に 変 化 す る段 階 的 な対 応 の 取









の よ う に,単 刀 直 入 に用 件(「 支払 請求」)を 明 らか に しな が ら,最 後 の 部 分 で は,全 額 が 無 理 な
18世紀の商用英語通信文の特徴 5
ら一部の返金で もよい,と 冷静 に要求 している。
上 記 の よ う な穏 や か な トー ン に対 し て,進 展 が 見 られ な い 場 合 に は,や や 強 圧 的 な トー ン の 支





















の よ う に,冒 頭 か ら謝 罪("Iamsorry")しな が ら も,強 硬 な 手 段 を 取 ら ざ る を 得 な い と 訴 え,以
下 相 手 の 不 履 行 を 長 々 と説 明 し,最 後 に 返 金 を 強 く主 張 して い る 。
こ の よ う な 強 い 抗 議 に も か か わ らず,相 手 の 態 度 に変 化 が 見 ら れ な い 場 合 に は,最 終 段 階 と も










の よう に,所 定 の 日まで に支払 いが な され てい ない場 合 に は,厳 罰 に処 せ られ る最 悪 の事態 もあ
り得 る と脅 か して い る。
前世紀 と同様18世紀で も,相 手 を傷つ けない ような語句,表 現 を用い ることによって,相 手
を奉 る配慮(「相手本位」の書き方)が求め られている。
3.モ デル レター























の よ うに,一 定 の レタース タイル が確 立 して い る(N-pp.1-2)。
以 下 具 体 的 な 商 取 引 上 の 例 を 見 て み る 。
3-1.レ タ ー例















本 状 は,冒 頭 か ら`Thisistodesireyoutosend_"と単 刀 直 入 に 用 件(「 商 品送付 依頼」)を 明 ら
か に して い る 。 次 に,為 替 手 形 を 同 封 し た こ と と今 回 の 注 文 品 に 関 す る条 件(「 安 い値段 の設 定」
「手形 の名 宛人」)を 説 明 して い る 。 用 件 の み を伝 え た簡 潔 な書 き方 で あ る 。
以 下 の 例 は,主 人 の代 理 と して 弟 子 が 書 い た もの で あ る。












本 状 で も,用 件 が 簡 潔 に 述 べ られ て い る 。 冒頭 で 主 人 の レ タ ー 受 取 を 確 認 し,用 件(「 商 品の船
積 」 「関係書 類 の送付」)を 伝 え て い る。 後 半 で は,上 司(主 人 とパ ー トナ ー)が 不 在 な の で,そ の 間
自分 が 代 行 す る 旨 明 らか に し,終 え て い る。
上記 レター(1)(2)とも用件のみ を伝 えた簡潔なビジネス レター といえる。
次 は,支 払 い請 求 に対 す る返事 の例 であ る。
3)レ ター例(3)(i.53)









本 状 で は,書 き方 に工 夫 が 施 さ れ て い る。 冒頭 で"Iamveryglad"と 良 い 知 らせ(「 一・部の返金
(100ポン ド)」「残 金 の早 急 な支 払 い」)を 明 ら か に し て い る。 さ ら に,相 手 の 気 分 を 害 し な い よ う
に,残 金 支 払 い 時 の 注 文 書 同 封 を ほ の め か し,同 時 に,期 日 通 りの 支 払 い を約 束 し,終 え て い
る 。
次 は,最 も 一 般 的 な取 引 申 込 の 例 で あ る 。















本 状 で は,冒 頭 で 研 修 の 終 了 と 開 業 ・独 立(「200ポン ドの資金」)を 知 らせ,取 引 の 申 込 を 行 っ













本 状 で は,冒 頭 で レ ター の 受 取 と開 業 の 知 らせ を 喜 び,注 文 品 の 送 付 を伝 え て い る 。 最 後 に,
ビ ジ ネ ス の 成 功 を祈 念 し,良 き ア ドバ イ ス(「 正 直」「勤 勉」)も 与 え て い る 。


















本 状 で は,冒 頭 で 相 手 の 評 判 と友 人 の 紹 介 に よ る 旨 明 ら か に し た 上 で,取 引 の 申 込 を 行 っ て い
る 。 さ らに,自 己 紹 介(「 自己PR」)を 行 い,定 型 の 結 び(-TNG"形)で 終 え て い る 。 初 め て の 通 信
の た め,や や 気 取 っ た 形 式 重 視 の 書 き方(イ ンデ ン ト ・ス タイルの採用)と な っ て い る・
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本 状 で は,冒 頭 で 返 信 で あ る 旨 明 らか に しな が ら,や や 仰 々 しい 挨 拶 に続 き,相 手 の 取 引 の 申
込 に感 謝 して い る 。 そ し て,具 体 的 な用 件(「 商品の発 送」 「送金 方法」)を 指 示 し,終 え て い る 。 冗
長 な 冒 頭 と比 べ,末 尾 は 簡 潔 で あ る 。 本 状 で も レ タ0(6)と 同 様 に,末 尾 に イ ンデ ン ト ・ス タ
イ ル が 採 用 さ れ て い る 。














本 状 で は,冒 頭 で レ ター の受 取 を 明 らか に し,そ の 内 容(「手形代金受領」)の確 認 と,注 文 品
(ウー ル)の 一部(1/2)の納期 延 長 の受 諾,さ らに,商 品(ダ マスク)の 送付 依 頼 と品 質(条 件)の
指示 を与 えて い る。最後 に,値 下 げ の要 求 を希 望 し,簡 潔 な挨 拶 で結 ん で いる。
3-2.特 徴
こ れ ま で の 例 か らわ か る よ う に,18世 紀 の モ デ ル レ タ ー で は,冒 頭 と末 尾 の 挨 拶 が 消 え,用
件 の み が 伝 え られ て い る 。 神 へ の 言 及 もな い 。 た だ,前 世 紀 か ら顕 著 な よ う に,レ タ ー 本 文 の 最
初 と終 わ りに,ビ ジ ネ ス レ ター 特 有 の 言 い 回 し ・表 現 が 随 所 に 見 られ る 。
例 え ば,書 き 出 しで 単 刀 直 入 に,
1)事 務 連 絡 的 表 現:
"'Thisistodesireyou..."(1)
"(Havingthehonourtoknow...,)Itakethelibertyofwritingtoyou..."(6)
な どの や や か し こ ま っ た 書 き方 と





な ど,発 信 者 の 思 い を 率 直 に 表 わ す 形 も見 られ る 。











が 用 い られ て い る 。
末 尾 で は,簡 潔 な挨 拶,
"Iamwithallpossibleregard
,&c."(8)
ま た,"ING"形 の 結 び,
"...thereforewaitingthehonourofyourcommands,/Iam,kindlysalutingyou,
(/Yourmosthumbleservant,)"(6)
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な ど,従 来 の 書 き方 も見 られ るが,一 般 的 に は 結 び の挨 拶 は 用 い ら れ ず,下 記 の よ う な 結 び(表










上記 と同 じような特徴が実際の商人 レターにも見 られるのであろうか。
4.商 人 レ タ ー
モ デ ル レ タ ー と同 様 に,実 際 の 商 人 レ タ ー で も簡 潔 な 書 き方 が 行 わ れ て い る の か,以 下 検 討 を
試 み る 。
4-1.レ タ ー 例
以 下 の レ タ ー 例 は18世 紀 初 期 の も の で あ る 。





















本状 で は,冒 頭 で 受取 レ ター("yours")に言 及 し,返 答遅 れの 理 由 を述 べ た後,用 件(「権利の
譲渡 ・250ポンドの入金」「金利負担」「新たな資金負担」など)を 詳 し く説 明 して い る。 末 尾 は用件 説 明
の終 了 「以上 」(``'Phisisall_")と簡 潔 に終 え てい る。
















本 状 は,入 金 の 確 認 に対 す る返 事 で あ る 。 冒頭 で 受 取 レ タ ー ・("yourlast")に言 及 し,用 件(「 入
金予定状 況」)を 説 明 して い る 。 用 件 の み を伝 え た 簡 潔 な レ タ ー で あ る。 結 び の 挨 拶 も な い ・



























本 状 で は,冒 頭 で 受 取 レ タ ー("yourfavour")に言 及 した 後,用 件 を"Thisacknowledges_""we
approve_"``Wearegladtofindthat_""Mr.Doct...informsusthat_"など,事 項 ご と に わ か
りや す く説 明 され て い る。 結 び は,定 型 の"ING"形 で 終 え て い る 。 本 状 で は,発 信 者 名 が 左 側
に 配 置 さ れ て い る こ とか ら,16世 紀 の マ ニ ュ ア ル の 教 え に従 う と,本 状 は 下 位 者 宛 の レ タ ー と
な る 。 そ の た め,冒 頭 の 呼 び か け と して,敬 称 が 省 略 さ れ た 名 前 だ け の 表 記(``JamesBerville")と
な っ て い る の も理 解 で き る 。
次 は18世 紀 後 半 の レ タ ー例 で あ る 。


































本 状 で は,冒 頭 で 受 取 レ タ ー("yourfavors")に言 及 し,以 下 農 作 物(小 麦,小 麦 粉,コ ー ン)の
状 況 が 長 々 と 説 明 さ れ て い る 。 ま た,最 後 の 節 で 政 治 的 な 問 題 を 詳 し く説 明 し,定 型 の 結 び
(「再度連絡す る」)で 終 え て い る 。
以 下 も同 じ よ う な 例 で あ る。























本 状 も わ か りや す く書 か れ た 例 で あ る 。 冒 頭 で 通 知 表 現("advise")に続 き,"lnconsequence
toyourfavr."`"1'helawyers..."``When...you(r)Gentn..."など,用 件 を順 に 説 明 して い る。 末 尾
は"ING"形 で 終 え て い る。
以 下 は,綿 製 品 の 取 引 に 関 す る や や 専 門 的 な 内 容 の 例 で あ る 。






























本 状 で は,冒 頭 で 受 取 レ ター("your's")に言 及 し,当 該 レ ター に記 載 の 為 替 手 形 の 内 容 を確 認
し て い る 。 次 に,注 文 品 の 一 部 送 付 を知 らせ,以 下 特 定 品 目("twistmarkedO")につ い て の 説 明
が な さ れ て い る 。 最 後 に 当 該 品 目 の提 供 の 用 意 が あ る こ と と,品 質 の 良 さ を 強 調 し,終 え て い
る 。
次 は18世 紀 末 の レ タ ー 例 で あ る 。
















本 状 で は,非 常 に簡 潔 に 用 件[「 商 品(綿 製 品)の 取 引 状 況 」 「入 荷 状 況 」 「見 通 し」]の み が 伝
え られ て い る 。 冒頭 の 挨 拶 も結 び の 挨 拶 も な い 。













本 状 で は,冒 頭 敬 辞 の 後,受 取 レタ ー に 言 及,"lnanswertothyfavourof3rdinstant,"と件 名
を 明 ら か に し,用 件(「 資金の手 配可能」)が 簡 潔 に述 べ られ て い る 。 末 尾 で 次 回 の 情 報 提 供 を期 待
し,終 え て い る 。 さ らに 「追 伸 」 が 活 用 さ れ て い る。
4-2.特 徴
こ れ ま で 見 て きた よ う に,18世 紀 の 商 人 レ タ ー で は,冒 頭 の 挨 拶 は 消 え,そ の 代 わ り に本 文











な ど,"favour"形も用 い ら れ て い る 。 モ デ ル レ タ ー と同 じ傾 向 が 見 られ る 。
なぜ,18世 紀 に レ ター 代 名 詞 と して"(your)favour"表現 が 使 用 さ れ る よ うに な っ た の で あ ろ う
か 。
恐 ら く,"yourletter"表現 が"yours"へ と略 さ れ た の と 同 じ よ う に,「 相 手 か らの 好 ま しい 内
容 の 手 紙 」 を 意 味 す る"yourfavouredletter"表現 が,"(your)favour"と略 さ れ る よ う に な っ た の






の よ う に,レ タ ー 受 取 の 感 謝 表 現 と して 用 い られ て い た 。 例 え ば,あ る 業 者 間 の 工 事(エ ンジ ン











な ど,冒 頭 で レ ター 受 取 に 言 及 ・感 謝 して い る 。 そ れ が 徐 々 に,「 レ タ ー 受 取 の 確 認 」 の 丁 寧 な











な ど,レ タ ー の 代 名 詞 形"(your)favour"へと変 化 して い るv
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へ,そ し て
"weacknowledge(orreceived)yourfavour"
へ と変 形,略 され,使 用 され る よ う に な っ た結 果 と思 わ れ る 。
また,本 文での用件説明に際 して も,単 なる通知表現だけで な く,率 直な感情(「喜び」)を示
した表現
"Wehavethepleasuretoadviseyouthat.
が使用 され てい る。
本文 で の神 へ の言 及 は見 られ なかっ た。
."(5)
末 尾 で は 種 々 の 終 り方 が 見 られ た 。 結 び の 挨 拶 も な い 最 も簡 潔 な 終 りの 例[(2)(6)(7)]を
除 く と,用 件 説 明 の 終 了(「 以上」)の 例
"Thisisallthatoffersatpre
sentfrom"(1)








な どが 見 られ た 。
末 尾 に 関 して は,商 人 レ タ ー で は結 び の 挨 拶 が 依 然 と し て 活 用 さ れ て お り,モ デ ル1/タ ー ほ ど
簡 潔 で は な か っ た。 前 述 した よ う に,末 尾 の 挨 拶 な し に終 え る方 法 は,ま だ 商 人 に は 抵 抗 が あ っ
た の か も しれ な い 。
まとめ 一18世紀の特徴一
ビジネス レターの書 き方 に関 して,18世紀 のマニ ュアルには特 に 目新 しい教 えはない。その
指示 は,「商人の レターは明瞭,簡 潔,適 切で なければならない」(エ),「正 しい商用文 を書 く時
には,正 確 さ,明 快 さ,わ か りやす さ,簡 潔 さの四点 に気 をつけ … 」(N)などの ように,
従来のマニュアルで指摘 されて きたことの繰 り返 しにす ぎない。
ただ,比 較 的新 しい視点か らの書 き方 も指摘 されている。例 えば,「レタース タイルは会話 の
場 合 と同 じように … 」(1),「レター を書 くことは人前 で話す こ とと同 じ … 」(⑳ な
ど,話 すように書 くことが教 え られている。そのため,全 般的なレター表現に関 して,仰 々 しい
表現 を抑 えたや さしい単語が使用 されている。モデルレターや商人 レターを見てみる と,用件が
簡潔に述べ られてお り,内容 も理解 しやすい。
18世紀の商用英語通信文の特徴21
冒頭 の挨拶 に関 しては,前 世紀 と同様不要 とされてお り,受 発信 レターに言及する方法が一般
的 となってい る。そ の レター の言 い表 し方 も,従 来 の代名 詞"yours"に加 えて,18世紀 で は
"(
your)favour"形が散見 された。
また,末 尾 に関 しては,モ デルレターでは結 びの挨拶 の採用が極端 に少 な くなっているが,商
人 レターではその採用の割合は高 く,明確 に結びの挨拶 は必要ない とは断定で きない。
以上の ように,18世紀 の レターは,前 世紀 の書 き方,特 徴 を継続 している ように思 われる。
ただ,そ の変化 は非常 に緩やかで も,現代風の書 き方に近い 「相手本位の書 き方」 も見 られる。
例 えば,ク レ0ム レターの場合,相 手をなるべ く傷つけない ように,冒 頭の導入部でやや長い説
明がなされ,ト ー ンを和 らげている。いわば前文の前置 きを一種 の緩衝役 として活用す る方法で
ある。 また,支 払 いの請求に際 して も,相 手の苦 しい状況 を思 いや り,最初は穏やかな トー ンか
ら,徐 々に厳 しい ト0ン に変 えてい く,段 階的な処理方法 が取 られ ている。 この ような書 き方
は,現 代で も参考にで きる。
注:
(1)今 井 宏 編 『イ ギ リ ス 史2一 近 世 一 』,山 川 出 版 社,1990年,378ペ ー ジ 。
(2)同 上,387ペ ー ジ 。
(3)同 上,388ペ ー ジ 。
(4)同 上,397-398ペ ー ジ 。
(5)ブ リ ュ ウ ノ ・ブ ラ セ ル(荒 俣 宏 監,木 村 恵 一 訳)『 本 の 歴 史 』 創 元 社,1999年,12ユ ペ ー ジ 。




















22 商 経 論 叢 第40巻第4号(2005.3)
A.P.Wadswor山,ManchesterUniversityPress,1958,pp.337-338.
(14)ThomasEllison,TheCottonTradeofGreatBritain,FrankCass&Co.,Ltd.,1968,p.179.
(15)FourCenturiesofBankingasillustratedbytheBankers,...,p.163.
(16)The肋 」んθ7Fゆ勉 の1勿%Fo〃ndeysandLeadMan吻ctuyers1741-1893,editedbyA.H.John,Council
forthePreservationofBusinessArchives,1951,pp.56‐76.
